
神 功 だ よ り  ２０２５．２ 
令和 7 年２月１日 

神功自治連合会  

会 長 朝田真史  

１．旧神功小学校跡地活用の地元説明会（1／25） 

昨年 11 月に市役所財政課から神功小学校の跡地活用についてたたき台が示され、昨年末に自治

連合会と各自治会で議論し要望書を提出しました。今回、こうした要望を踏まえ、奈良市が作成し

た対応案についての説明があり、活発な質疑応答が行われました。 

 自治連合会としては、対応案で進めることを了承しつつ、質疑であった意見を尊重し反映できる

ものは考慮頂くよう要請しました。 

対応案では、「安全面」「環境面」の配慮がなされ、「公民館を跡地の北東部に移す」ことで、神功

地区の“文教地区としてのイメージアップ”が期待できます。…対応案（レイアウト）を添付 

 

（安全面での配慮）                        

・道路幅を拡幅（車道６ｍ，歩道３ｍ）。 

・車道勾配を緩やかにする。 

・ブラインドカーブを避け、広い道と 

垂直に交差させる。 

・住宅地とこども園の高低差を解消するこ

とで、園北側の真っすぐな平坦な道から

こども園への出入りが可能となる。 

 またこども園の有効面積が広がる。 

 

（環境面での配慮） 

・跡地内の交通量増加を抑えるため、戸建

て住居を基本とする。一部集合住宅とす

る場合にあっても２階建てまでとする。 

・強い要望のあった３丁目の道路に面し 

た法面を残し、住宅前より東側は擁壁化

しない。 

 

（文教地区としての魅力アップ） 

・公民館を跡地北東部に移し、こども園、 

公民館、小中学校、バンビーホームなど 

の教育関連施設を集約することで、神功 

地区の文教地区としての魅力を高める。 

 

 

 

 

 

 

２．とんど焼き（1／12） 

 

（自治連合会の要望書 2024 年） 

神功こども園、平城西公民館を神功小学校

跡地に新築移転することは、2019 年からの

連合会の要望です。 

晴天にも恵まれ、多くの方に参加

いただきました。また新年の交流

の場にもなっていました。 


